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ハチドリのひとしずく

少し前の話になってしまいますが６月の各学年朝
会で生徒会から傘の盗難と汗ふきシートの使用につ
いての協力依頼がありました。それに合わせて私の
方からは「ハチドリのひとしずく」という本を紹介
させていただきました。世界一短い物語と言われる
ほど短いお話なのであらためて物語の全文を掲載し
たいと思います。

森が燃えていました
森の生き物たちは、我先にと逃げていきました
でもクリキンディという名のハチドリだけは
行ったり来たり
くちばしで水のしずくを１滴ずつ運んでは
火の上に落としていきます
動物たちがそれを見て
「そんなことをしていったい何になるんだ」
と言って笑います
クリキンディは、こう答えました
「私は、私にできることをしているだけ」

これで話は終わりです。この話を紹介した後に私
は、ぜひ生徒のみなさんにこの話の続きを考えてみ
てほしいとお願いしました。実は、その後２学年の
生徒のみなさんがこの話の続きを考えてくれて、わ
ざわざ校長室まで届けてくれました。もちろん１学
年や３学年のみなさんの中にも考えてくれた生徒が
いたと思います。本当にありがとうございました。
この校長室に届いたハチドリのひとしずくの続き

は、ほとんどが「ハチドリの姿を見て、森の動物た
ちも火を消すことに協力し、森の火は消えた。」と
いうものでした。そこで私が感じたのは美東中学校
の生徒の心にあるあたたかさと強さです。この話で
私が伝えたかったのは、みんなが協力すれば大きな
力になるということだけではないのです。現実の世
界には善も悪も存在します。いくらハチドリのよう

７月も中旬に入り、夏休みが近づいてきましたね。新型コロナウイルス感染症拡大のための臨時休校からの
スタートとなった今年度ですが様々な制限を受けながらも各学校行事をこなし中頭地区総合体育大会も開催さ
れることとなりました。新型コロナと向き合いながらの学校生活に少しずつ慣れてきたところですが東京や県
内でも感染者が出る等、第２波が疑われる状況となりつつあります。今一度、感染予防の意識を高める必要が
あるのですが気の緩みが見られるのも事実です。全員で声をかけ合って緊張感を高めていきましょう。
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生徒総会
～自ら判断し行動するからPRIDEになる～

去る７月１０日（金）に生徒総会が開催されまし
た。新型コロナ対策のためテレビ会議システムを
使って放送室と各学級をつないでの開催となりまし
たが概ねスムーズに総会を運営できたと思います。

丁寧に準備を重ねてきた
生徒会のみなさん、各学
級の話し合いをリードし
てくれたみなさん本当に
お疲れ様でした。そして
何よりも真剣に話し合い
に参加してくれた全校生

徒のみなさん本当にありがとうございました。様々
な制約がある中で立派な生徒総会だったと思います。
以前の校長講話で私が宿題についての話をしたこ

とを覚えてくれている生徒はいるでしょうか。今、
宿題やろうかな？と思っている時に「早く宿題しな
さい！」と親に言われると一気にやる気がなくなる
ことが多いと思います。今、やろうと思っていたの
だからやればいいのに････そうは素直に人の心は動
かないから不思議ですね。なぜ、やる気がなくなる
のか。それは、これからやる宿題が「早く宿題しな
さい！」と言われた瞬間に、他人に言われたからや
る行動に変わってしまうからだと思うのです。自分
から進んでやった宿題なら誇りももてますが親に言

（ハチドリ：体調５㎝・体重３ｇ）

に一人で頑張っていても手伝ってくれない人はたく
さんいるだろうし、一人で頑張ってもどうにもなら
ないことが世の中にはたくさんあると思います。で
すが校長室に届いた数百名の生徒の作った話の続き
は、99.9％が森の動物たちは手伝うのです。そして
森の火は消えるのです。つまり、現実がどんなに厳
しい世界であっても美東中学校のみなさんの心の中
には一人一人ができることをやることの大切さやみ
んなが協力することで達成できる夢を描く力がある
ということです。このハチドリのひとしずくで気づ
いてほしいことは「どうせ火を消せるわけがない」
という「あきらめてしまう心」が多くの動物の心を
覆ってしまっていることだと思うのです。しかし、
たった一滴のハチドリのひとしずくが「あきらめて
しまう心」を変える可能性があるということを忘れ
ないでほしいのです。そして、ハチドリのひとしず
くの大切さを知っている生徒が本校には、こんなに
たくさんいるということを知っていてほしいのです。
みなさん一人一人の心で力強く羽ばたいているハチ
ドリに期待したいと思います。



新型コロナウイルス気の緩み

全国への緊急事態宣言が解除されて以降、新型コロ
ナウイルスの第２波を疑わせる状況が見られます。沖
縄県内でも感染者が報告されるようになる中、学校で
は新型コロナウイルス感染症に対する気の緩みが気に
なる現状があります。

部活動の再開に伴い熱中症対策もありマスクを着用
しない場面が増えていることや常に教室の換気を行っ
ているためクーラーが十分に効かず暑いことからマス
クを着用しない生徒が増えています。密集、密接を避
けようという意識も薄れつつあるように感じます。し
かし、現状は上記のグラフのように新規感染者が急増
しており全国的にも沖縄県内でも感染が再び拡大して
います。今一度、新型コロナウイルス感染症に対する
意識を高める必要があります。３密を避ける行動やマ
スクの着用、手洗いの徹底、そして毎朝の検温と健康
観察が重要です。

中間テストを終えて
～成績アップにもコツがあります～

１年生にとっては初めての定期テスト、２年生に
とっては、中堅学年最初の力試しとなる中間テスト、
そして３年生にとっては高校受験に向けてのラスト
スパートの一歩目となる中間テストが終わりました。
テストが返却されて大喜びする生徒、肩を落とす生
徒、様々だったことでしょう。
次の期末テストに向けて私から成績アップのコツ

をお伝えしたいと思います。私の考える成績アップ
のコツは次の３つです。

①とにかく授業を大切にすること！
②分からないことは先生に質問すること！
③ 家庭学習では復習や暗記に重点をおくこと！

①から理由を説明していきます。学校では、ほぼ
毎日６時間の授業が行われています。この６時間を
無駄にして家に帰ってから３時間家庭学習を頑張っ
ても学校で６時間集中している人には勝てないとい
うことです。そして学校には先生がいます。②と関
係するのですが分からないことは先生に質問するこ
とを習慣にしましょう。授業中に質問するのが難し
いなら休み時間や放課後でも構いません。家で一人
で何時間考えても出来なかった問題をほんの数分で
教えてくれるはずです。ですから③のコツのように
難しい問題を家庭学習で頑張るのではなく難しい問
題は学校で先生に質問し、家では自分で出来る暗記
等に集中する方が効率的です。ひやみかち教室では、

先生がそれぞれの生徒の質
問に丁寧に応えてくれるは
ずです。ぜひ活用してみて
ください。
ただ、勉強は、自分で考

えるから楽しいのです。た
だ覚えるだけなんてつまら
ないですよね。そのことも
覚えておいてください。

各部中頭地区大会へ

７月１３日（月）に中頭地区総合体育大会の選手
激励会が行われました。県や九州、全国大会が全て
中止になる中、開催される大会で３年生にとっては
最後の大会となります。この大会に向けて私から
贈ったメッセージは、大会は勝負ではなく試合なの
だということでした。もちろん勝つことを目指して
戦うのですが試合という言葉の通り試し合う場です。
何を試しに行くのか、つまり何を練習してきたのか
を忘れないでください。それが自分の持っている力
を１００％発揮することにつながると思うからです。
そして、応援と感謝を自分の力に変えることができ
た時、１２０％の力が発揮されるのではないかと思

うのです。応援には行け
ない会場も多いと思いま
すが全校生徒、全職員が
応援しています。吹奏楽
部、ダンス部の応援を胸
に美東POWERを発揮して
くれることを期待します。

まだ未経験の危機があること

少し大げさに聞こえるかもしれませんが私たちは、
まだ経験していない危機があると思います。これだ
け新型コロナウイルスが話題になっていますが実際
に本校で感染者が出たという危機は経験していませ
んし、中学生が重症化したという話も聞きません。
しかし、フランスでは持病の無い１６歳の女子高校
生が死亡した例がありましたし、イギリスやベル
ギーでも１０代の死亡が相次いで報告されています。
それを考えれば本校でも起こりうる危機であると考
えるのが自然です。校内から感染者、重傷者、死亡
者が出るという危機を私たちは経験していないので
す。そのような危機に直面した時、パニックに陥り、
誹謗中傷が飛び交い、差別や偏見が広がっていくこ
とを避けたいのです。まだ、よく分からないことが
多いウイルスです。私たち一人一人にできることは
限られていますが、どれも難しいことではありませ
ん。小さな心がけを徹底することで感染者を減らす
ことができることはこれまでの取組で証明済みです。
今一度、意識を高めることにご協力ください。

われたからやっている宿題に誇りはもてません。つ
まり、自分で決めて、自分から進んでやるから自分
に誇りがもてますし、自信にもつながります。他人
に言われてから行動していたのでは自分に誇りはも
てないし自信もつかないのです。
生徒会は、正に生徒自身が考えて全校生徒が協力す

ることで成立する活動です。自分たちで決めて、自ら
進んで行う行動には美東PRIDEが生まれます。各委員会
の取組一つ一つが美東PRIDEなのです。自分たちで決め
て自分たちで守り、決めたこと、守ってきたことに誇
りがもてる生徒会活動に期待しています。

7月13日現在 厚生労働省ＨＰより転載

ひやみかち教室

選手激励会


